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所属 職 氏名 研究テーマ　等

学校教育学科 教授 内山　美恵子 都留市内の地下水流動

教授 加藤　優
・体育授業の器械運動領域の「遊び化」に関する研究
・バスケットボールゲームにおけるスタッツが勝敗に及ぼす影響について

教授 春日　由香
（１）児童詩創作実践研究
（２）小学校国語科授業における「自己開示」を促す「言語アクティビティ」の研究

教授 上原　明子 小学校外国語科における音韻認識，文字指導及びフォニックスの研究

教授 佐藤　隆 教育実践の基本構造の研究

特任教授 佐藤　比呂二 病弱児の願いを育み発達を保障する病弱教育の在り方について

教授 進藤　兵 現代政治の分析

教授 竹下　勝雄 美術-絵画表現（ドローイング・ワーク）の制作と研究

教授 筒井　潤子
臨床教育学とコロナ問題
－コロナ禍がもたらすもの、その意味を考える－

教授 寺川　宏之 Eilenberg-Zilberの定理について

教授 鳥原　正敏 学修環境と美術教育に関する研究

特任教授 中井　均 都留文科大学に保管中の中井均関係研究資料の最終的な整理

教授 中川　佳子 文理解の生涯発達課程の検討：評価支援一体型オンデマンドテストの開発

公立大学法人　都留文科大学
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学校教育学科 教授 平野　耕一 宇宙初期インフレーションモデルの統一的な検証についての研究

教授 廣田　健
（１）子どもの主体性の育成を目的とした省察的教師の育成のための教職カリキュラムの在り方についての研究
（２）教育基本権の法的性格の研究

教授 古屋　和久 「学び合う教室文化づくり」及び「民俗教育」の実践研究

教授 別宮　有紀子 亜熱帯・温暖帯・亜寒帯の樹木における根の呼吸速度と蒸散速度の関係：植物体の水分状態との関係に着目して

教授 水口　潔 学者視点の映像を用いた新しい運動学習の試み

特任教授 柳　宏
女子バレーボール部のマネジメント研究(継続）
～レセプション結果の優劣と個人能力との関係について～

特任教授 山田　暢司 新学習指導要領を踏まえた学校理科教材の開発及び活用に関する研究

特任教授 山本　剛
①肢体不自由教育における指導の変遷－特別支援教育の変遷と対比して－
②肢体不自由特別支援学校に在籍する児童の自立活動の指導支援－個別の指導計画作成と自立活動の指導を支援して
－

特任教授 山本　直紀
図画工作（ものづくり）の可能性に関する研究
-表現と鑑賞活動を通した学びに誘う為の場と指導方法について-

教授 山森　美穂
(a)小・中学校授業におけるデジタル立体地球儀の活用・普及のための教材開発と試行 (b)再生可能エネルギーへの関心と
科学的理解を深める教材の研究

准教授 新井　仁 中学校数学科における概念学習型授業に関する研究

准教授 岡野　恵司 ガロア作用をもつ多重Z_p-拡大の不分岐岩澤加群の構造研究

准教授 瓦林　亜希子
日本とフランスにおけるフレネ教育や生活教育など、学習者主体の自由教育の実践と教育方法について、その奥にある思想・
哲学、歴史的観点からの研究

公立大学法人　都留文科大学



 2022年度 学術研究費研究課題（テーマ）一覧 Page　3/9

所属 職 氏名 研究テーマ　等

学校教育学科 准教授 十川　菜穂 フランク－フレンチとゲルマンの狭間で

准教授 平　和香子
①コロナ禍における家庭科調理実習の実態と対応②SDGｓ教育と家庭科③多様な調理法と家庭料理の伝承
④地域食材の有効活用⑤アイヌ民族の衣食住に関する研究～住所、アイヌ文様、染織、伝統食を中心に～
⑥現代における香道

准教授 堤　英俊 三木安正における「普通学級」教育論に関する研究

講師 邊見　信 戦前期の映画をめぐる「いい子」「悪い子」の歴史的研究

初等教育学科 教授 春日　作太郎
幼少期における養育者との関係不全を背影とした、幼児～成人の問題行動の変容に及ぼす、表現活動や野外活動を交えた
小集団処遇の効果についての現象記述的研究。

国文学科 教授 加藤　敦子 日本近世演劇の文化的表象

教授 加藤　浩司 両点本法華経の基礎的研究

教授 菊池　有希 近現代日本文学・文化における〈欧化主義〉と〈日本回帰〉の関係性に関する基盤的研究

教授 佐藤　明浩
①百首歌・家集の注釈研究
②和歌文学昆虫誌

教授 鈴木　武晴 日本上代文学の作品及びその享受の研究

特任教授 田中　均 高等学校国語科教員養成スタンダードの構築

教授 寺門　日出男 懐徳堂学派儒学の研究

教授 長瀬　由美 平安時代前期における「俗」をめぐる議論－唐風謳歌から国風への移行期の思想的基盤について－

公立大学法人　都留文科大学
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国文学科 教授 野口　哲也 明治文学の表現理念の形成と展開に関する研究

教授 野中　潤 教育ICTの先進校の実践研究と音源データベース作成

教授 早野　慎吾
（１）ギャンブル等依存症に関する社会言語学的研究
（２）マンガを活用した言語教育
（３）伝統芸能（特に人形瑠璃）の感情表現に関する研究

教授 古川　裕佳 日本近代文学における<移動>の表象と<現場>の造られ方について

講師 吉田　恵理 大衆文化としての近現代日本語詩

英文学科 教授
Olagboyega
Kowawole
Waziri

Motivation in foreign language learning including willing to communicate.
コミュニケーションの意欲を含む外国語学習の動機。

教授 加藤　めぐみ
①日本生まれのグローバル作家研究
②フェミニスト・ディストピア研究
③ヴァージニア・ウルフとコモンリーダー

教授 儀部　直樹 文学と死生観－シャーウッド・アンダソンの「トウモロコシ蒔き」を読む

教授 竹島　達也 現代アメリカ演劇（戯曲を中心とする）とアメリカ文学・文化についての研究

教授 中地　幸 ジャポニスムとその発展－－－Yone Noguchiとマイノリティ文学・芸術・文化を中心に

特任教授 萩原　一郎 中学校・高校における効果的な英語授業づくりの研究

教授 三浦　幸子
・教室内言語習得研究および教師教育（Classroom research and teacher education）
・英文学科における課外活動の企画・運営と成果について

教授 鷲　直仁 19世紀　ヴィクトリア時代の美術、文化研究。異文化理解の見地から。

公立大学法人　都留文科大学
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英文学科 特任准教授 小室　龍之介 20世紀英国モダニズム文学、20世紀英国文化研究

講師 加太　康孝 20世紀前半ブリテン諸島（アイルランド及びイギリス）から見る世界文学

講師 黒川　智史 英語民間試験導入決定から断念までの経緯

地域社会学科 教授 春日　尚雄 カンボジアと周辺国とのフラグメンテ―ションと交通インフラ整備（昨年度と同じ研究課題となる）

教授 神長　唯 公害発生地域における地域間格差の社会学的研究

教授 佐脇　英志 日本人起業家（含社会企業家）の研究（海外・国内）

教授 鈴木　哲雄
①中世東国の物流史について
②海上千葉氏の領国支配と香取内海について
③科研費にもとづく、香取文書の文化財としての保存に向けた基礎的研究

特任教授 高田　研 SDG'Sの推進に関する研究

教授 髙橋　洋 再生エネルギーを中心とした脱炭素とエネルギー安全保障

教授 田中　里美 国家空間のリスケーリングと地域、住民の暮らし

教授 西尾　理
①政治教育の研究
②マスコミの「教育言説」の研究

教授 樋口　雄人 「憲法問題研究会」（1958.6-1976.4）の活動の軌跡および日本における憲法論議に及ぼした影響

教授 両角　政彦 グローバル化と農畜産物産地の市場戦略に関する研究

公立大学法人　都留文科大学



 2022年度 学術研究費研究課題（テーマ）一覧 Page　6/9

所属 職 氏名 研究テーマ　等

地域社会学科 准教授 小島　恵 日本人の食と農に関する総合的な環境負荷を軽減する法政策の検討（昨年度より継続）

准教授 鈴木　健大
人口減少・少子高齢化が進行する地方市町村における、産官学協同の地域づくりに係るプロジェクト型授業の展開と手法につ
いて

准教授 冨永　貴公 戦後社会教育・生涯学習における自己教育・相互教育の展開

准教授 峯田　史郎 ミャンマー・少数民族組織による武力闘争継続：2020年軍部クーデター及びコロナ禍以後の対応を中心に

講師 福島　万紀 長野県小県郡地域（上田市、長和町、青木村）における森林利用と林業の実態調査

比較文化 教授 青木　深 日本からアメリカへ渡った大衆文化の歴史と記憶

教授 伊香　俊哉
1.日本の戦争犯罪と戦犯裁判
2.近現代戦争史研究・教育におけるドキュメンタリー利用の方法と価値の研究

教授 菊池　信輝
①70年代の国際関係の変動の歴史的意義を考える
②「新しい資本主義とは何か」

教授 齊藤　みどり 人種主義を問い直す：アンドレアレヴィとゼイディ・スミスの作品の考察と多文化共生への取り組み（昨年度からの継続）

教授 佐藤　裕 インド都市部における若年低所得層の労働とジェンダーに関する社会学的研究

教授 邊　英浩 土着思想と開闢思想

教授 山本　芳美 アフターハジチ（針突）の文化人類学

准教授 内山　史子 フィリピン国民概念における非キリスト教徒の位置づけ－19世紀末の国民概念と1930年代の国民概念の比較

公立大学法人　都留文科大学
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比較文化 准教授 岸　清香 1960-80年代美術における日本とアジア

准教授 山越　英嗣 祝祭を通じた地域コミュニティ再編に関する比較研究－メキシコと日本を事例に

講師 上野　貴彦 移民をめぐる偏見への対抗運動の南欧・北欧都市比較

国際教育 教授 青山　郁子 脱・いじめ傍観者行動を選択する子どもの動画教材における視線動向の特徴

教授 田中　昌弥 ナラティブ・アプローチによる「戦後教育学」の再検討

教授 原　和久 国際教育の教授法および教材に関する研究

教授 茂木　秀昭
①ディベートの段階的指導法や議論を活用した効果的な教授法の研究
②異文化理解教育の再構築

准教授 山辺　恵理子 哲学対話を促す教師の資質能力に関する研究

講師 木下　慎 TOK（知の理論）における知識論の哲学的検討：知識の不確実性をいかに論じるか

講師 佐々木　南実 国際バカロレアMYP「EnglishB」の教材研究

講師
Nordstrom
Karl Johan

日本映画史における映画会社史の研究

講師 前島　礼子 昭和初期におけるシュメール学の受容

教職支援センター 特任教授 泉　宜宏
・生活綴方実践における子ども理解を教員養成における「ナラティブ的探究」に活かしていく。
・生活科・総合学習の教材開発を活かした教員養成と現職教員支援のあり方を探求する。

公立大学法人　都留文科大学
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教職支援センター 特任教授 小俣　一夫
実践的教員養成に関する研究
　教育実習における学生の意識の変容について

特任教授 宮下　聡 思春期と向き合う子どもの権利としての教育、生徒指導と教師教育の課題についての研究

特任教授 村上　憲司 GIGAスクール時代における実践的教員養成への対応と課題

特任准教授 鬢櫛　利和 居心地の良い学級をつくるための学級経営のあり方

准教授 吉岡　卓 ICTの活用とエビデンスに基づく教育への応用

地域交流研究センター 特任教授 青木　宏希
地域交流活動の中にある共同について
－活動と片付けに注目して－

教授 北垣　憲仁 都留文科大学周辺の哺乳類相の研究

語学教育センター 特任教授 桑原　奈智子 中国語学（文法）、中国語教育法、中国文化と日本文化の比較

特任教授 髙橋　雅子
（１）日本国内の日本語教育における非母語話者日本語教師に関する研究（２）都留文科大学の学生を対象とした日本語教
員養成課程についての研究

准教授
Delgrego
Nicholas Dirk

ライティングセンターチューターの研修、ライティングセンターの運用、ピアーラーニング、学習者ディベロップメント

准教授 豊嶋　朗子 自立した英語学習者になるためのPDCAサイクル実践とe-learning進捗・英語力促進の関係について

特任准教授 宮城　春美 PNL（神経言語プログラム）Neurolinguist programについて

情報センター 准教授 相澤　崇
①初等中等高等教育における系統性のある体系的な情報教育の方法②初等中等教育における効果的なICTの活用③eス
ポーツに関する基礎的研究（コンテンツ配信を含む）

公立大学法人　都留文科大学
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国際交流センター 特任教授 瀬尾　尚史 映像メディアにおける「リアル」の概念の変容、アンドレ・バザンの映画論を手掛かりに

特任准教授 周　非 〈第三項〉論による日中韓近代小説の比較研究

国際教育学科 特任講師 瀧澤　悠 日本人大学生のメンタルヘルス問題に対する心理プログラムの効果のメタ分析

公立大学法人　都留文科大学


